
芸芸萎…霊室…三悪
二に大
十な正
二り十

の二幸問い

日十霊萱二

三
年
生
ま
れ
で
今
年
八

ま
す
。
昭
和
二
十
年
一

年
十
月
ま
で
衛
生
兵
と

現
在
の
北
朝
鮮
に
出
征
。
ソ
連

い
、
さ
ら
に
極
寒
の
シ
ベ
リ
ア

間
苦
役
に
耐
え
、
九
死
に
一
生

早
い
経
験
が
あ
る
ま
す
。

年
八
月
十
五
日

の
羞
ご
孔
山
の
戦
い

昭
和
一

十
年
八
月
十
五
日
は
、
現
在

の
北
朝
鮮
の
　
「
馬
乳
山
」
　
で
ソ
連
軍
と

の
死
闘
の
日
で
あ
る
。
こ
の
日
は
、
大

変
暑
い
日
で
、
朝
の
う
ち
か
ら
灼
熱
の

太
陽
が
陣
地
一
杯
に
照
射
し
て
い
た
。

私
は
、
中
隊
付
き
衛
生
兵
の
た
め
陣
地

構
築
に
は
参
加
せ
ず
、
常
に
革
舎
に
い

て
、
兵
隊
が
夕
刻
、
陣
地
作
業
を
終
え

て
幕
舎
に
帰
る
と
忙
し
く
な
り
、
兵
隊

の
怪
我
の
治
療
や
ら
、
体
調
な
ど
に
つ

い
て
各
班
を
聞
き
歩
き
、
練
兵
休
の
手

続
き
な
ど
消
灯
時
刻
ま
で
仕
事
を
続
け

る
毎
日
で
あ
っ
た
。

突
然
ソ
遭
；
早
が
攻
撃

こ

の

日

も

、

い

つ

も

の

よ

う

に

兵

隊

は
陣
地
作
業
の
た
め
全
員
出
て
行
っ
た
。

私
も
前
日
の
怪
我
の
状
況
な
ど
■
報
告
を

ま

と

め

、

一

応

前
九
時

つ車はだをだの頃
たを、っ運つ日か
四ソたんたのら

雲霞誓表芸定三笠讐
？にか薬草はユので
大

き

な

老

牛

で

擾らをを’t　手き
供の運引昨は伝た

し砲んい日、†、の
て撃でて現牛にで
帰にき来地内行’
つ驚たた人のつ午

煮
て
も
柔
ら
か
く
な
ら

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な

近
く
に
な
っ
て
い
た
。

弘
は
岩
の
陰
に
隠
れ

と

こ

ろ

が

、

そ

の

時

ピ

ユ

ツ

と

弾

が
炊
事
場
の
方
に
飛
ん
で
来
た
。
ソ
連

軍
の
攻
撃
だ
っ
た
。
一
人
の
兵
隊
が
青

い
顔
を
し
て
、
中
隊
長
か
ら
の
伝
令
だ

と
言
い
、
直
ち
に
幕
舎
を
燃
や
し
大
隊

本
部
に
後
退
せ
よ
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

私
は
衛
生
兵
の
た
め
兵
器
は
一
切
与

え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
急
い
で
幕
舎
に
戻

り
衛
生
用
具
入
れ
カ
バ
ン
を
肩
に
し
、

細
い
川
の
中
づ
た
い
に
大
隊
本
部
へ
と

向
か
っ
た
。
後
退
途
中
、
関
東
軍
か
ら

来
た
工
兵
隊
と
も
一
緒
で
、
ま
た
何
人

か
の
兵
隊
が
ソ
連
軍
攻
撃
に
よ
り
死
亡

し
た
者
も
い
た
。
私
に
も
大
変
危
険
が

迫
っ
て
き
て
無
我
夢
中
で
後
退
し
て
い

る
と
、
間
近
に
自
動
小
銃
の
音
が
聞
こ

え
て
い
る
。
そ
っ
と
岩
の
間
か
ら
見
る

と
、
す
ぐ
近
く
で
ソ
連
兵
が
後
退
す
る

隊
本
部
に
歩
き
始
め
た
。
す
っ
か
り
暗

く
な
っ
て
、
本
部
に
着
い
て
み
る
と
、

我
が
中
隊
の
生
き
残
り
四
十
七
名
は
大

隊
長
に
　
「
敗
残
兵
」
　
と
罵
ら
れ
、
早
津

小
隊
長
は
き
つ
い
仕
打
ち
を
受
け
た
り

し
た
。
命
令
で
後

な
扱
い
を
受
け
、

私退
はし
承た
服の
でに

不
名
誉

き
な
い

気
持
ち
で
一
杯
だ
っ
た
。

－
度
は
死
爵
こ
貫
情
し
た
が

そ
の
後
、
私
た
ち
の
軍
と
ソ
連
軍

と
の
傲
烈
な
戦
闘
が
始
ま
り
、
俺
た
ち

の
命
も
あ
と
数
時
間
で
終
わ
り
を
告
げ

る
．
、
覚
悟
は
よ
い
か
、
と
己
に
言
い
聞

か
せ
た
り
し
た
。
し
か
■
し
、
隣
の
部
隊

が
全
滅
し
た
た
め
、
ソ
連
軍
の
攻
撃
が

止
み
、
私
た
ち
は
山
の
中
で
、
出
撃
倫

令
を
待
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
数
時
間
経
つ
と
驚
い
た
こ

と
に
、
大
隊
本
部
か
ら
馬
に
乗
っ
た
下

士
官
が
白
旗
を
掲
げ
て
戦
闘
地
に
向
か

っ
て
急
ぐ
姿
が
見
え
た
。
そ
の
軍
使
は

「
も
う
戦
争
は
終
わ
っ
た
、
大
隊
本
部

に
集
結
せ
よ
」
　
と
通
告
。
私
た
ち
は
こ

れ
で
生
き
延
び
ら
れ
る
と
喜
び
、
腰
も

砕
け
そ
う
に
な
り
、
幕
舎
で
安
心
し
て

そ
の
夜
を
過
ご
し
た
。
（
義
下
に
続
く
）

日
本
兵
を
攻
撃
し

て
い
た
の
で
し

私
は
震
え
な
が
ら

川
添
い
に
あ
る
大

き
な
岩
の
陰
に
隠

れ
て
ソ
連
兵
の
去

る
の
を
待
つ
こ
と

に
し
た
。
′

や
が
て
夕
刻
と

な
り
薄
暗
く
な
っ

た
頃
、
ソ
連
軍
の

贅
が
な
く
な
っ
た

の
で
の
急
い
で
大



（
相
島
さ
ん
は
、
は
ら
ま
も
九
条
の
会
会
員
．

か
つ
て
の
　
「
原
町
農
法
を
専
去
主
こ
　
の
事
務
局

長
と
し
て
数
々
の
先
駆
的
で
教
訓
的
な
ご
漕
助

を
さ
れ
ま
し
た
．
日
の
出
町
に
ご
在
住
）
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喜…芸≡≡猥窪毒嘉裏完

は
馬
乳
山

友
の
遺
骨

と
を
悔
い

そ？十るカ
壮

絶

な

を

こ

の

ま
の
ま

闇箋≡
芸這真言雪雲冨悪霊諾禁豊去完；よ
は国出た　幸命つ失ら洗たたで’採寒シ
終LLが　運令た凋みう　〇　〇十食やさべ
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蓋表葦喜蓋葦重義蓋

な
い
と
思
い
続
け
て
い

ご承知のように与党政府は、 今週にでも改憲のための「国民投票法案」の衆議院通過を強引にはかろう
としています。法案そのものも不合理で矛盾も多く、またその成立過程も非民主的で与党の横暴ぶりばか
りが感じられます。結局は、為政者が巧妙なのか、私たち国民が愚かなのでしょうか。

Or九条の会Jこれからの日程
4月21日（土）

小高区浮舟文化会館で

『日本の青空』一般上映会
4月27日く金）

原町区南相馬市長文化会館
『日本の青空』一般上映会

5．月27日（日）
相馬市はまなす館で
『日本の青空』一般上映会
〇月22日（曇）7：00－
甑元ヒロ・コント
ソロライ7鵬．
サンライフ蕪欄鳥
（相双九条の会
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か
な
い
こ
と
に
贋
立
つ
彗

ま
た
、
与
党
案
は
婆
豪
の
母

数
を
「
姦
菓
静
翠
と
し

て
署
三
景
■
で
塗
畢
亜

％
な
ら
脊
椎
者
の
戊
割
の
賛
成

で
憲
法
を
変
え
ろ
れ
る
対
改
憲

の
ハ
」
ド
ル
盈
低
く
す
る
党
利

党
略
と
育
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
・

憲
法
9
8
集
に
い
■
改
正
は
r
各

線
院
の
繚
議
員
の
三
分
の
＝
以

上
の
賛
成
で
J
発
儀
す
る
と
あ

る
の
と
同
機
小
鳥
彗
農
も
賛

ら
な
い
審
議
を
望
み
た
い
」

金
で
は
盆
丁
人
の
さ
く
が
、
慣

十
重
■
拡
塗
訂
し
柵
遠
に
な
ら
ぬ
串

∴
長
め
た
畢
蟄
肇
∵
ル

㌧
■
鳥
の
意
見
表
朋
や
苛
軋
‥

云
け
て
も
、
金
賞
・
語
の

運
動
規
制
を
盛
甘
込
ん
で
い
風

琴
露
鼠
の
許
象
り

の
で
あ
り
ハ
鮭
で
も
自
由
に
斧

∵
盲
で
青
い
お
互
い
勘
考
か
け
で
バ

巷
る
盲
を
夢
べ
塵
だ
∵

く
れ
ぐ
れ
も
欝
悔
い
町
野

屈
民
投
層
寒
．
■
踊
絹
軍
曹
や

党
利
党
略
等
．
・
．
■
鮎
酢
飯
謂

森
表
中
笑
∵
票
歪
は
士
潜
投
曇
か
…
・

∴
（
曇
∴
7

7
．
番
予
義
認
嘗
忘
不
明
驚
∴

．
壷
屋
彗
定
業
∴
．
飴
煮
を
こ
し
ん
書
で
素
月
■

警
〓
管
笥
）
毒
し
長
居
姦
淫
．
凛
乎

し
た
が
、
■
最
畳
軍
の
親
声
主
ん
で
も
な
い
完
膚
の
翁
■
■

○この郵送封筒には次の5種類のものが入っています。
①r九集1ロケ鯵ら春雪J馳20（3月号）②r九象1ロケ鯵弓手ち」肋．21（4月号）
③国民投票法案資料　3月ZJB付r疇8断掲J r良民拇貰放棄義貞を摩る」
④　同　資料　日華弁攫士連合会義行r蓬法改正中民織鷺放棄に彙義あり卜IJ
⑤鴫事rB蓼の青空J上嶋彙チラシ（印刷は市内の公的機関で無料で行っています）
Orはらまも九条の会」会員が4月4日現在、315名となりました。「はらまち九条の会」は無党派で
保守党支持者も革薪党支持者もおり、戦争を憎み憲法9集を守るという一点で参加されています。
○昨年春に原町市議会で否決されたr暮法九集看守魯こ年を求める靂鳥書Jを、今度は南相馬
市の各九条の会と連名で、再び南相馬市議会に提出しようと計画しています。文言や会どうしの連
絡をとり、なるべく早めに議会での決議を成功させ、内閣総理大臣t法務大臣・衆参両議長宛てに
提出したいと相談しています。争いで何かをしなければ、と皆さんもお考えのことと患います


